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　人前で挨拶することが最も苦手な私が、隅田百登子前
会長からバトンを引き継いだのは、コロナが落ち着き以
前の日常が戻りつつあった頃でした。この間、色々な制
約を受ける中、粛々とそれでいて確実に事業を遂行して
下さった理事をはじめ各委員会の委員長と委員の皆さん
には心からの感謝と敬意を表します。改めて統率力と解
決能力の高さを感じました。
　ICD日本部会の活動は、国内はもとより海外との交流

も活発化しているように拝見しており、新しい時代を迎えたような予感が致しま
す。近年の世情は“人間万事塞翁が馬”的感もありますが、駿馬のごとく活躍さ
れている各委員会担当フェローの皆さんを拝見していると、明るく社交的で、変
化を恐れず新しい挑戦に踏み出すパワーを秘めた、正に午年を象徴しているよう
に思います。
　ICD日本部会に所属するフェローの皆様には、忙しい日々の仕事から一寸手を
休めて、新しい仲間との交流に参加してみませんか。意外な発見が生まれるかも
しれません。
　そんな魅力あるICD日本部会の益々の飛躍を期待しております。
� 第32代会長　鏡　宣昭

ご　挨　拶

歴代会長のことば
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　いつも国際歯科学士会日本部会の活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上
げます。本会は、70年以上にわたり先人の理念を受け継ぎ、ICDのモットー「奉仕と奉仕の
機会を認識する」を大切に実践してきました。
　昨年度は「ダイバーシティとフェローシップ」をテーマに、多様性を尊重しながら、品位
と品格を重んじ、協力の基盤を見直すことに取り組みました。定款に基づく集会出席や推薦
者の責任についても周知しましたが、コロナ禍を経て価値観が変化し、新しい課題も見えて
きています。
　そこで本年度は、「エンパシー（共感）」をキーワードに、フェローシップをさらに深める
ことを目指しています。異なる考えを理解し、共感しながら会務に参加することが、絆を強

める大切な一歩です。推薦者や委員会の仲間の支えも欠かせません。
　そして、ぜひ本会の三大事業にもご参加ください。時代の変化にしなやかに対応し、崇高な理念を共感と協力で
実現していくために、引き続き皆さまのお力添えをお願い申し上げます。
　In Fellowship!
� （一社）ICD日本部会　会長　冨士谷　盛興

2026年度

三大事業 開催予定

第69回総会・認証式
	 2026年６月６日（土）
�	 �ホテルメトロポリタン�
エドモント

年末集会
	 2026年12月19日（土）
	 帝国ホテル（東京）
＊皆様のご参加をお待ちしております*

The Newsletter of
International College

of Dentists
JAPAN Section



─ 2 ─

◉ 2025年度 総会・認証式 報告���������������������������������������������������������������� 

　2025年度総会・認証式は６月７日（土）にホテルメト
ロポリタンエドモントで行われました。冨士谷会長の
ご挨拶に始まり、本年は、国際会長のDr. Ian Doyle及
び韓国部会、台湾部会、フィリピン部会からも多くの
先生方が出席くださいました。総会は飯島議長の進行
のもと、１号議案から３号議案まで無事可決承認され
ました。その後のICD特別賞表彰式では、協賛企業
（ジーシー、デンツプライシロナ、モリタ）から３名の
受賞者（鈴木設矢フェロー、松尾通フェロー、故・森
本基フェロー）に賞状が授与されました。
　認証式第一部は新フェロー11名をお迎えし（１名ご
欠席）、Key、認証状、綱領、バッジが授与され、会長
からの訓示ののち、新フェローを代表して石川佳和

フェローより宣誓がおこなわれ、正式にICDの会員と
なりました。
　認証式第二部の特別講演では、上田実先生（名古屋
大学名誉教授）により「脳の再生医療に対する乳歯幹
細胞の効果」と題してご講演いただきました。ALS、
AOS、ADに対する症例報告がなされ、将来に希望が
感じられる内容に、参加者らは一心に聞き入っており
ました。その後の懇親会も、新フェローの英語のス
ピーチによる自己紹介に始まり賑やかに和気藹々と進
んでいき、134名の皆様と楽しい時間を過ごしました。

事業運営（総会・認証式担当）委員会
委員長　中久木　典子

新フェロー集合写真

Ian Doyle国際会長からの新フェロー訓示 上田実先生による特別講演
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◉ 冬期学会 ���������������������������������������������������������������������������������������������� 

　2026年３月８日（日）、東京科学大学１号館特別講堂
にて第56回冬期学会が開催されました。本会のテーマ
は「臨床・教育から考える歯科の未来 ─持続可能な歯
科医療の実現に向けて─」とし、松本勝利フェロー、
小野清一郎フェロー、鶴田潤フェローの３名の先生方

にご講演いただきました。臨床に直結する実践的なテ
クニック、令和８年度診療報酬改定を見据えた保険診
療の社会的意義、そして国際化が進む歯科医学教育の
あり方など、臨床・教育の多角的な視点から、持続可
能な歯科医療の未来についてご示唆をいただきまし
た。さらに留学生シンポジウムとして「留学生の視点
から見た日本の歯科医療業界および歯科教育」と題
し、留学生の徐寧さん（神奈川歯科大学三年生）にご発
表いただき、日本の歯科医療と教育を国際的視点から
考える貴重な機会となりました。当日は活発なディス
カッションも行われ、実り多い学会となりました。

事業運営（冬期学会担当）委員会
副委員長　梅津　糸由子

◉ 2025年度 年末集会 報告 ����������������������������������������������������������������������

　2025年12月20日（土）、帝国ホテルにて年末集会が開
催されました。本年度より例年の光の間に代わり、初
めて富士の間にて開催されました。
　これまで、講演会、アトラクションを２本立てで
行ってきましたが、2024年は講演のみ、今回はアトラ
クションのみという形で運営させていただきました。
本年度は、冨士谷会長のご紹介で、冨士谷先生の奥様
もメンバーである東京ウィメンズ・コーラル・ソサエ
ティの皆さんにミニコンサートを開催していただきま
した。岸 信介様の指揮のもと、四季折々の歌、クリス
マスにふさわしい楽曲等で素敵なコーラスをご披露い
ただき、皆様の心に深く響いたものと思います。
　また、今回は光の間より広い会場という利点を活か
し、前室を利用しまして業者展示および企業プレゼン
を併催するという企画を盛り込みました。皆さまいか
がでしたでしょうか？本年度も入会者が増え、例年と
変わらず盛大な会となり、2025年を締めくくる良い年
末集会であったと思っていただければ幸いです。多く

の会員の皆様のご参加に心より感謝申し上げます。
　物価高騰の折、年末集会の開催に関しましては会費
維持での開催が非常に難しくなっております。今回も
事業運営委員や前島事務局長、北村事務局長補佐のご
尽力により、また会長自ら会場設定をお考えいただく
など役員一同、力を合わせて開催することができまし
た。年末集会を帝国ホテルで開催するということは、
本会の伝統であり今後も継続していきたいと考えてお
ります。来年度以降も富士の間での開催を予定してお
り、皆さまに満足のいただける内容で楽しい会にして
いきたいと思います。そのためには会員増強が何より
の特効薬です。ICDの仲間をたくさん増やしましょ
う！
　引き続き、会員の皆様のご理解とご協力をどうぞよ
ろしくお願いいたします。

事業運営（年末集会担当）委員会
委員長　常盤　肇

東京ウィメンズ・コーラル・ソサエティ コンサート 富士の間での懇親会

留学生シンポジウム講師への感謝状贈呈
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◉ 改革推進委員会 ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆                                           

　改革推進委員会は定款並びに規約、さらには諸問題
に関して、執行部から諮問された事項を協議・検討し、
答申しています。今期は内田耕司常任理事、安達一典
理事、和久本雅彦副委員長、麻生幸男委員、照山裕子
委員、阿部健一郎委員、北田真紀委員、原元信貴委員、
竹島明道委員、小林健一郎委員、岩崎克彦委員、添島
正和委員、林智子委員、石川佳和委員、そして私の14
名構成です。
　現在は、ICD日本部会の社会的知名度の向上と社会

奉仕活動活性化のため、ICDアワード（学生対象）及び
ICD特別賞を実施するための協議を重ねております。
ICDアワードの表彰は、学生の所属大学にて学位授与
式に併せて催されました。また、第６回ICD特別賞表
彰式は、本年６月の総会・認証式に併せて行われる予
定です。

改革推進委員会　委員長　中村　朋美

◉ 広報・編集委員会 ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆                                     

　広報・編集委員会は、今村嘉宣常任理事、飯島裕之
理事のもと、国際歯科学士会日本部会雑誌の発刊なら
びにHPおよびFacebookの管理・運営を行っておりま
す。
　本年度の主な活動として、９月に「国際歯科学士会
日本部会雑誌 第56巻１号」を発刊いたしました。本号
では、冨士谷盛興会長の巻頭言に加え、「インプラント
治療の適応に関するトレンド─基礎教育から臨床での
捉え方まで─」をテーマとした特別企画を掲載し、さ
らにフェローの先生方からも多数の寄稿を賜り、充実
した内容となりました。ご多忙の中ご執筆いただいた

先生方ならびに編集作業にご協力いただいた関係者の
皆様に、厚く御礼申し上げます。
　次号（第57巻１号）に向けても、特別企画を含め、よ
り一層の内容充実を図る予定です。フェローの皆様に
は、学術的な報告に限らず、エッセイや随想、活動報
告、趣味紹介等、幅広いご投稿をお寄せいただけます
と幸いです。今後ともご支援・ご協力のほど、よろし
くお願い申し上げます。

広報・編集委員会　委員長　掘江　卓

◉ 国際交流委員会  ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖                                      

　国際交流委員会事業の主な柱は、①日本部会認証式
へ姉妹提携を結んでいる韓国部会と台湾部会からの来
賓客に対するおもてなし、②韓国部会認証式への参加
と交流、③台湾部会認証式への参加と交流、④冬期学
会での留学生による発表会、⑤その他の地域部会
（フィリピン部会等）との交流となっています。
　2025年６月７日に開催された日本部会認証式には、
国際会長であるIan Doyle会長がカナダから来日され
ました。また、韓国部会からKwon Kung Rock新会長、
Lee Jeong Woo新事務局長、Chang Wongun新国際理

事ら計7名が、台湾部会からYing Kwei Tseng前会長、
Kenny Lee 国際理事が参加されました。さらに、フィ
リピン部会からOlegario G Clemente Jr会長、Iluminada 
L Viloria前会長が初めて参加されました。
　2025年１月26日には、フィリピン部会の認証式に小
野、秋山、足立フェローが参加されました。４月18日
には、ICDセクションXV 10周年記念カンファレンス・
認証式に小野、森永、秋山フェローが参加されました。
５月18日には韓国部会の認証式に、冨士谷、鈴村、前
島、小野、高山、小峰フェローが参加されました。９

セクションXV 10周年記念
カンファレンス・認証式

フィリピン部会
認証式

台湾部会認証式韓国部会認証式
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月12日にはフィリピン部会能力向上プログラム（学術
交流）に宮崎国際理事と武内、小野、秋山フェローが
参加されました。10月18日には台湾部会の認証式に、
冨士谷、鈴村、小野、森永、秋山、歌橋、中根フェロー
が参加されました。
　もう一つの活動の柱である冬期学会での留学生交流
事業では、神奈川歯科大学の徐寧さん（中国新疆ウイ

グル自治区出身）にご発表頂きました。
　来年度も引き続き活発な国際交流を行って参りたい
と思います。フェローの皆様方にも都度情報提供させ
ていただきますのでご参加よろしくお願い致します。

国際交流委員会　委員長　高山　真一

◉ 財務委員会❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖  

　国際歯科学士会日本部会は長期的な会員数減少と運
営基盤の困難さの中で円滑に会の事業運営を図ること
ができるよう、財務基盤を維持することへの対応が以
前に比べ求められるようになってきました。
　このような状況の中、財務委員会はICD日本部会の
財政運営を担当する財務主事を支援する委員会として
活動しています。
　毎年の予算案を検討するとともに、2025年度は会員
支援と長期的に見た業務効率化の側面を視野に年会費
の自動引き落としについて、会員の意見を集めて、財
務委員会での検討の結果、導入がなされることとなり
ました。2025年12月の年末集会では、フェローの方々
の間での普及がなされるよう、わかりやすい資料の配
布を行いました。

　このほか、今年度は、３大事業の活性化を図れるよ
う、当日会費の減免等の対応を行うことができないか
について、外部からご意見等をいただき、検討を行っ
ています。
　今後とも財務の改善に資するその他の事項について
も検討を続けながら、活動を行っていく予定です。
　なお、現在の財務委員会の構成員は中村勝文財務主
事のもと、私の他に佐藤節子副委員長、乾明成委員、
小嶋太郎委員、鶴田潤委員、西田紘一委員、藤井佳朗
委員、若尾樹委員、橋本英子委員（本会HP掲載順）で
運営がされています。

財務委員会　委員長　上條　英之

◉ 会員支援委員会 ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆                                       

　会員支援委員会は堀口裕司常任理事、菅井敏郎担当
理事と佐野修司委員長、太田彰人副委員長、東海林弘
子副委員長と９名の委員で活動を行い、本年度の事業
計画案は、⑴新入会員の支援、本会の理解を高める
（新フェローの育成と会員間の交流支援）、⑵会員の相
互の親睦を図る（ニュースレターの発行）、⑶事業運営
委員会、広報・編集委員会等、他の委員会の支援であ
ります。

　去年の11月９日には第６回錦齢会も無事に終わり、
今年の６月には総会・認証式がありニューフェローの
入会も予定しておりますので、フェローの皆様のご協
力のもと引き続き対応していきたいと思います。
　宜しくお願い申し上げます。

会員支援委員会　委員長　佐野　修司

◉ 会員増強特別委員会❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖                                    

　当委員会は、担当理事３名（川嶋仁一フェロー、村
岡正弘フェロー、および私）と11名の委員により構成
されております。多くの委員が他の常設委員会を兼務
しており、会長直属の特別委員会として、学会全体の
将来像を見据えた横断的かつ戦略的な検討を担ってお
ります。各委員がそれぞれの専門領域や委員会活動で
培った経験と知見を持ち寄り、多角的かつ実践的な視
点から会運営の課題抽出と改善策について継続的に協
議を重ねております。
　特に近年課題となっているアクティブフェロー数

の減少や退会者の増加に対し、原因の分析と具体的な
抑制策の立案・実行に重点的に取り組んでおります。
　なお、委員の中には海外を含む遠方在住のフェロー
も複数いるため対面開催は困難ですが、今後はオンラ
イン併用のハイブリッド形式により、効率的かつ安定
した委員会運営を進めてまいります。

会員増強特別委員会　委員長　大岡　洋
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◉ 20２５年度ニューフェロー紹介（1２名）❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖                          

氏　名
①	推薦者（敬称略）
②	出身地
③	出身校／専門分野
④	趣　味
⑤	一言（ICDに期待すること等）　※五十音順

有川　量崇
①佐藤　吉則、小板橋　誠
②鹿児島県
③日本大学松戸歯学部／衛生学
④歴史を学ぶこと
⑤�この度、伝統ある国際歯科学士会に入
会させていただきましたこと、光栄の
至に存じます。私は日本大学松戸歯学
部衛生学講座で歯科医療に加えて、研究、教育活動に従事
しています。海外の歯科医療事情についても学ぶ機会が多
く、今後、私の活動の幅も広げられるのではないかと期待
しております。
　�ICDのフェローの皆様の素晴らしいネットワークに加え
て頂けたことで、私の歯科医療発展に貢献し続けたいとい
う気持が、大いに励まされました。ICD創設の理念、目的
にかなうよう、皆様のお力をかりながら活動して参りたい
と存じます。

有本　博英
①坂本　紗有見、中島　健
②和歌山県
③�大阪歯科大学、大阪歯科大学大学院／
矯正歯科
④�ライカカメラ、旅先で地元の美味しい
ものを食べること
⑤�このような会にご推薦いただきありが
とうございます。他分野の先生との交流も楽しみにしてお
ります。

石川　佳和
①小峰　一雄、前島　健吾
②青森県
③�鶴見大学／歯科補綴学（日本補綴歯科学
会専門医・指導医）
④�口から食事ができて健康で楽しく長生
きできる「健康寿命130歳プロジェクト」
を完成させるための医科歯科連携を構
築すること
⑤�この度は、ICD日本部会に入会させていただき、ありがと
うございます。これからはより強固な医科歯科連携が必要
と考えております。
　�多くの先生方のご意見、ご指導、ご協力の程、よろしくお
願いします。

大橋　英夫
①冨士谷　盛興、前田　初彦
②埼玉県
③明海大学／小児歯科・歯科用レーザー
④読書：�文芸ではミステリーの分野が特に

好きです。実用書では経営や投
資、助成金・補助金関連の書籍を
よく読みます。

　旅行：�国内が中心です。世界遺産に登録されている地域や

離島に行くのが好きです。ただ飛行機に乗るのが苦
手です。

⑤�様々な先生と交流し、見聞を広げられればと期待しており
ます。
　今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

紙本　篤
①林　誠、吉川　英一
②東京都
③日本大学／総合歯科学・歯科保存学
④スキー、温泉旅行、読書、スポーツ観戦
⑤�このたび、由緒あるICDの一員として迎
えていただき、大変光栄に存じます。
　�長い歴史と高い倫理観を有するこの学
会の一員となることは、私にとって大きな誇りであると
同時に、身の引き締まる思いです。
　�歯科医療は単なる技術だけでなく、人々の健康と尊厳を支
える責任ある職業であり、その社会的使命の重要性を常に
意識し、今後は、国際的な視野を持ち、より高い倫理と専
門性をもって地域社会と歯科界に貢献したいと思います。
　�今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げま
す。

川名　剛之
①冨士谷　盛興、前田　初彦
②東京都
③日本大学松戸歯学部
④渓流釣り、キャンプ
⑤�海外でご活躍されている諸先輩方から、
多くの知見を学び、成長していきたい
です。
　よろしくお願いします。

小森　成
①坂本　輝雄、常盤　肇
②福岡県
③長崎大学／歯科矯正学、保険審査
④�浅く広く（料理、食材探しの旅、自転車、
車、靴磨き、最近始めたのは釣りとマン
盆栽）
⑤�母校の歯科矯正学講座に入局し、その
後にご縁をいただいて日本歯科大学歯学部歯科矯正学教
室（現生命歯学部歯科矯正学講座）に入局しました。臨床
において大学の違いは意外なほど大きく、異なる大学に在
籍することが臨床を考え直す貴重な機会となりました。そ
の後、舌側のマルチブラケット装置やアライナーを導入す
るにあたり臨床を考え直して理解を深めることができま
した。このまま臨床に注力したいところですが、主たる仕
事は保険診療のレセプト審査に変わりました。何年もレセ
プト審査を続けると環境に適応し、点数表の解釈を見返
しながら保険制度の成り立ちや医療制度を考える日々で
す。このたび分不相応と知りながらもICDに入会すること
になりました。新しい世界に踏み込む期待と、会のために
お手伝いできるか不安な気持ちとが入りまじっています。
今後ともよろしくお願い致します。

中納　治久
①坂本　輝雄、片岡　有
②石川県
③神奈川歯科大学／歯科矯正学
④ゴルフ、テニス
⑤�このたび、坂本輝雄先生ならびに片岡
有先生のご推薦を賜り、伝統あるICD日
本部会に入会させていただく運びとな
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りました。
　�私は、神奈川歯科大学を卒業後、昭和医科大学歯学部 歯
科矯正学講座に入局し、現在に至っております。微力なが
ら、歯科医療、とりわけ歯科矯正学の発展に寄与すべく、
今後一層精進してまいる所存です。
　�若輩者ではございますが、何卒ご指導ご鞭撻のほど、よろ
しくお願い申し上げます。

橋本　英子
①中村　勝文、冨士谷　盛興
②埼玉県
③日本大学松戸歯学部／保存修復
④茶道（表千家 講師）、旅行
⑤�ICDに入会出来とても嬉しく思ってお
ります。先輩フェローの方々と幅広く
交流して参りたいと思います。ご指導
ご鞭撻のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。

宗像　源博
①宮﨑　隆、飯島　裕之
②福島県
③�東京医科歯科大学（現東京科学大学）／
インプラント歯科
④温泉、旅行、衝動買い
⑤�この度は、伝統あるICDに入会させてい

ただきありがとうございます。
　�インプラントという比較的新しい分野を専門にしており
ますが、少しでもお役に立てるよう尽力して参りますので
皆様方のご指導よろしくお願いします。

山田　陽子
①菅井　敏郎、佐野　修司
②京都府
③北海道大学／口腔外科
④ゴルフ、旅行
⑤�このような素晴らしい会に入会させて
頂きましてありがとうございます。
　�若輩者ですが、ご指導の程よろしくお
願い申し上げます。

山畑　智也
①鈴木　仙一、小野　清一郎
②東京都
③昭和医科大学／医療保険、口腔衛生学
④トレーニング、世界遺産巡り
⑤�この度、伝統あるICD日本部会に入会さ
せていただき、有難う御座います。微力
ではございますが、ICDの活動を通じて
国際的な貢献を果たしていきたいと思っております。

◉ 第5回ICD特別賞表彰式 報告 ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖                               

　2025年６月７日（土）第68回総会・認証式の中で、第
５回ICD特別賞表彰式が開催されました。
　ICD特別賞とは、歯科医学・医療を通じて国際的貢

献などを行なった歯科医師を表彰するもので、国際歯
科学士会に相応しい表彰制度です。第５回は松尾通
フェロー（推薦：志田佐和子理事）、鈴木設矢フェロー
（推薦：井上淳子理事）、故・森本基フェロー（推薦：小
板橋誠副会長）が表彰されました。故・森本フェローの
表彰は、ご長女の高橋理香様が代理受賞されました。
　アジア地域を含む全世界的なご活躍と、歯科医療従
事者との交流等が評価され受賞された３名の先生方
に、改めて敬意を表したいと思います。また、ご協賛
いただいた企業（ジーシー、デンツプライシロナ、モ
リタ）の皆様に、心より御礼申し上げます。

� 改革推進委員会　委員長　中村　朋美

◉ 第6回錦齢会 報告 ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆                                        

　2025年11月９日（日）、第６回錦齢会がダイヤモンド
ホテル（半蔵門）の中華料理「金剛飯店」において開催
されました。錦齢会は終身フェローの先生方を囲ん
で、伝統あるICD日本部会の歴史や貴重なお話を伺い、
次世代の先生方へ繋げていこうというものです。
　はじめに開会の辞が前島事務局長より行われ、冨士
谷会長のご挨拶、その後佐藤吉則マスターフェローの
乾杯の御発声で華やかに、そして格調高い雰囲気の
中、懇親会が始まりました。私自身初めての参加とな
り、緊張もしておりましたが、徐々にほぐれ、多くの 参加フェロー集合写真

第5回ICD特別賞　受賞者と協賛企業
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Facebook

刊行物／ホームページ・Facebookのご案内

ホームページ

ICD日本部会ホームページ 
https://www.icd-japan.gr.jp

ICD日本部会　Facebook

◉ 202５年度 中部支部総会・学術講演・懇親会　報告 ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖            

　中部支部の2025年度総会・学術講演・懇親会が、2026
年３月15日（日）に名古屋東急ホテルにて開催されまし
た。中部支部フェロー11名に加え、冨士谷会長、前島事
務局長、中村財務主事、北村事務局長補佐、小野常任
理事、内田常任理事、歌橋理事にご参加いただきまし
た。
　総会では中部支部の2025年度事業報告および会計報
告の後、2026年度事業計画が審議され、承認されまし
た。
　学術講演会では中村財務主事より、「消費税の基本と
仕入税額控除について─（情報）歯科医療機関に役立つ
税制─」と題してご講演いただきました。先の衆議院選
挙でも大きな争点の一つとなった消費税ですが、私た
ちは日常的に支払っている
にもかかわらず、その仕組
みや使途について十分理解
しているとは言い難い面が
あります。今回の講演では、
消費税の歴史や制度の仕組
みを分かりやすく解説して
いただくとともに、歯科医
療機関、特に院長の収入面
にも関係する新たな税制に
ついてご説明いただき、大

変有意義な内容となりました。
　懇親会は、服部中部支部長、冨士谷会長のご挨拶、須
賀康夫フェローの乾杯により和やかに開会しました。
途中、副料理長からフルコースの説明があり、春の味覚
を存分に堪能しました。その後は中部支部恒例の「一
言・近況報告」で健康、家族や趣味の話などが披露され、
会場は終始和やかで賑やかな雰囲気に包まれました。
　このように総会および懇親会を無事に開催できまし
たことを、ホテル関係者ならびに中部支部フェローの
皆様に心より感謝申し上げます。来年度開催の際も、ぜ
ひ多くの皆様にご参加いただければ幸いです。

中部支部　長縄　敬弘

本部発行雑誌

The Globe国際歯科学士会　日本部会雑誌

会　誌

参加フェローの皆様中村勝文フェローの講演

先輩フェローの貴重なお話を伺う事ができ、大変有意
義な時間を過ごさせて頂きました。次回はどんな話が
伺えるか、今から楽しみでなりません。これからも
ICDの一員として微力ながら社会に貢献できればと考
えております。

　錦齢会はICD日本部会の重要な行事のひとつになり
ます。来年もより多くのフェローの皆様にご参加頂
き、充実した楽しい時間になればと思います。

� 会員支援委員会　委員　櫻田　雅彦


